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令和7年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
適切な進路選択と専門性の向上を目指
して自ら学び、社会貢献に主体的・協働
的に取り組もうとする。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観
察、授業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
単
元
1

4
中
間

【単元名】
・生活産業基礎を学ぶ

【目標】
社会の変化と衣生活の変化
について理解する。
生活産業に求められるもの、
スペシャリストに求められるも
のを考える。

(1)生活産業を学ぶ
にあたって
エ：生活産業の意
義と役割
(2)ライフスタイルの
変化と生活産業
ア：社会の変化とラ
イフスタイルの多様
化
・教材
・一人１台端末の活
用　等

1
単
元
2

8
中
間

【単元名】
・衣生活関連の職業と資格
・職業と自己実現

【目標】
社会の課題とその解決のため
に、ファッション産業が果たしてい
る役割について理解する。
職業人に求められるマネジメント
の重要性について考える。
・ファッション産業に関わる職業
人に求められる資質・能力と役割
や責任について理解する。
社会貢献に向けて成長しようとし
ている。

(1)生活産業を学ぶ
にあたって
ア：働くことの社会
的な意義と役割
イ：職業人に求めら
れる倫理観
(4)生活産業と職業
(5)職業生活と自己
実現
・教材
・一人１台端末の活
用　等

1
単
元
3

6
期
末

【単元名】
・ファッション産業の構造

【目標】
ファッションビジネスの流れと
最近の動向について理解す
る。
日本の伝統産業について理
解する。

(1)生活産業をマナ
ぶにあたって
ウ：産業構造の変
化と課題
(2)ライフスタイルの
変化と生活産業
イ：生活産業の発
展と伝統産業
・教材
・一人１台端末の活
用　等

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標

科目：「生活産業基礎」の目標，評価方法

指導項目・内容
学
期

年間授業時数(予定：単位数×35時間)

70時間

【知識・技能】
ファッション産業の構造とそれぞれの役割、ま
たその変遷と課題について理解している。
　
【思考・判断・表現】
日本の伝統産業がなぜ海外で高く評価されて
いるのか、分析している。
現代のファッション産業が抱える課題について
考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション産業が抱える課題について協働的
に課題を解決しようとしている。

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

ファッション産業に関連する課題を見
出し、ファッション産業を担う職業人と
して合理的かつ創造的に解決するし
ようとする。

定期テスト（論述問題など）
小テスト
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

【知識・技能】
・社会の変化について理解している。
・衣生活の変化について理解している。
　
【思考・判断・表現】
生活産業とは何か、生活産業を担うスペシャリ
ストに求められるものについて分析している。

【主体的に学習に取り組む態度】
多様なライフスタイルを尊重しようとしている。

【知識・技能】
社会の課題とファッション産業が果たしている
役割を理解している。
・ファッション産業に関わる職業人に求められる
資質・能力と役割や責任について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
職業人に求められるマネジメントの重要性につ
いて分析している。

【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション産業に関わる職業人に求められる
資質・能力を伸ばし、社会に貢献しようとしてい
る。

2

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭
生活産業基礎

第1学年4組

【知識及び技能】
ファッション産業や関連する職業に
ついて体系的・系統的に理解す
る。

定期テスト
小テスト
レポート
ワークシート

【思考力、判断力、表現力等】

生活産業基礎（実教出版）　

単位数
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通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容
学
期

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

1
単
元
4

6 期
末

【単元名】
・消費と消費者行動

【目標】
消費者のニーズの多様化と
消費者調査の方法、消費者
の意思決定のプロセス、
ファッション感性による消費者
分類の方法について理解す
る。

(3)ライフスタイルの
変化に対応した商
品・サービスの提
供
ア：消費者ニーズ
の把握

・教材
・一人1台端末の活
用　等

2
単
元
5

14
中
間

【単元名】
・ファッションマーケティング
・マーチャンダイジング

【目標】
ブランディングの意義と顧客
満足のための商品計画につ
いて理解する。

(4)生活産業と職業
イ：衣生活産業

・教材
・一人1台端末の活
用　等

2
単
元
6

14
期
末

【単元名】
・ファッション商品知識
・デザインの定義と特性
・ファッションコーディネーショ
ン

【目標】
アパレル産業（生産者）の視
点を通してファッション商品を
デザインやコーディネーション
の視点から理解する。

(4)生活産業と職業
イ：衣生活産業

・教材
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
7

18
学
年
末

【単元名】
流通
【目標】
小売産業の視点を通して、
ファッション産業について理解
する。

(4)生活産業と職業
イ：衣生活産業

・教材
・一人１台端末の活
用　等

【知識・技能】
ファッション商品について服種やアイテム、ディ
テールの違いを理解している。デザインの構成
要素を理解している。コーディネーションの要
件を理解している。

【思考・判断・表現】
ファッション商品の詳細を理解し、生活に生か
している。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業で課された問いに対し協働的に課題を解
決しようとしている。

【知識・技能】
小売産業とその流通の仕組みについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
単独店やチェーン店といった業態の違いによる
仕組みの違いを、身近な生活の中から分析し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業で課された問いに対し協働的に課題を解
決ししようとしている。

【知識・技能】
ブランドのターゲットとコンセプトの設定、マー
ケティング戦略、マーケットセグメンテーション
の目的とについて理解している。
商品の開発プロセス、品揃え計画、価格設定、
シーズン計画、売場構成などマーチャンダイジ
ングの役割について理解する。
　
【思考・判断・表現】
ビジネス用語を蓄積し学習や生活に生かして
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業で課された問いに対し協働的に課題を解
決しようとしている。

【知識・技能】
消費者のニーズの多様化の傾向とファッション
産業が実施しているニーズの把握方法につい
て理解している。
消費者が購入を決める心理的段階について理
解している。
ファッション感性による消費者分類の方法につ
いて理解している。
　
【思考・判断・表現】
日常生活を振り返り、学習内容がどのような場
面で生かされているか分析している。

【主体的に学習に取り組む態度】
購入する側から販売する側へと職業人として
視点を意識的に移そうとしている。
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通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容
学
期

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

2
単
元
8

中
間
・
期
末

【単元名】
流通
【目標】
～を通して、～について理解
する。～を考える。～しようと
している。

(4)生活産業と職業
イ：衣生活産業

・教材
・一人１台端末の活
用　等

【知識・技能】
～理解している。
～実施している。
～に気づいている。
【思考・判断・表現】
～立案している。
～蓄積している。
～分析している。
～学習や生活に生かしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
～尊重しようとしている。
～協働的に課題を解決しようとしている。
～貢献しようとしている。
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令和7年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
衣生活の充実向上を目指して自ら学
び、ファッションの造形に主体的かつ協
働的に取り組む態度を養う。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観
察、授業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
単
元
2

28 期
末

【単元名】
衣服の構成
衣服の素材
【目標】
衣服の構成、衣服の素材の
学習を通して、人体と衣服、
立体構成と平面構成、衣服
素材の性能と選択について
理解する。

人の体と衣服
・人体計測
・体型の特徴
・動作による人体寸
　法・体系の変化
立体構成と平面構
成
衣服材料の選択

2
単
元
3

60

中
間
・
期
末

【単元名】
洋服の製作
【目標】
スカートの製作を通して衣服
材料の選択、構成、縫製につ
いて理解する。

スカートの基本の
形製図
縫製

3
単
元
4

32

中
間
・
期
末

【単元名】
洋服の製作
【目標】
ブラウスの製作を通して衣服
材料の選択、構成、縫製につ
いて理解する。

ブラウスの基本の
形
原型製図
製図の展開
縫製

科目：「ファッション造形基礎」の目標，評価方法

学
期

通し
番号

単位数

被服製作やデザインに関する課題を
発見し、ファッションの造形を担う職業
人として合理的かつ創造的に解決す
る力を養う。

定期テスト
小テスト
縫製の基礎練習の取り組み
作品への取り組み

【知識・技能】
ブラウスの製作のため知識、縫製を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
適切な道具を用い効率的な作業をしようとして
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション造形の基礎的な能力を習得に取り
組み上達しようとしている。
作品を着装し表現ができる。

指導項目・内容

【知識・技能】
人体の構造や機能動作時の変化に対するゆ
るみ、性別や年齢による体型の変化などを理
解する。
立体構成と平面構成について理解する。
平面製図について理解をする。
【思考・判断・表現】
心地よい衣服を作るためには体型の変化など
を考慮することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション造形の基礎的な能力を習得に取り
組み上達しようとしている。

【知識・技能】
スカートの製作のため知識、縫製を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
適切な道具を用い効率的な作業をしようとして
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション造形の基礎的な能力を習得に取り
組み上達しようとしている。
作品を着装し表現ができる。

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭

【思考力、判断力、表現力等】

4

年間授業時数(予定：4単位数×35時間)

140時間

第1学年　４　組

ファッション造形基礎

ファッション造形基礎（実教出版）

配当
時数

【知識及び技能】
被服の構成、被服材料の種類や
特徴、被服製作などについて体系
的・系統的に理解するとともに関
連する技術を身に付けるようにす
る。

定期テスト
小テスト
縫製の基礎練習の完成度
作品の完成度

単元名・目標
定期
考査
範囲
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令和7年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
協働的に課題を解決しようとする。

生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

2
単
元
2

15

中
間
・
期
末

【単元名】
ビーズ刺繍

【目標】
ビーズ刺繍を通して、技法を
身に付けるとともに、意匠に
ついて理解する。

ビーズ刺繍に用い
られる道具の適切
な扱い方、適切な
力加減等

3
単
元
3

8

中
間
・
期
末

【単元名】
クロスステッチ

【目標】
クロスステッチを通して、技法
を身に付けるとともに、意匠
について理解する。

クロスステッチ刺繍
に用いられる道具
の適切な扱い方、
適切な力加減等

学
期

通し
番号

配当
時数

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

単元名・目標 指導項目・内容
定期
考査
範囲

【知識・技能】
道具の適切な扱い方について理解している。
適切な針目や力加減で刺繍できる。

【思考・判断・表現】
布の厚さや模様の特徴にあわせて、適切に糸
の本数や針目の大きさを調整して作品を製作
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に練習に取り組み、上達しようとしてい
る。

1

【知識・技能】
道具の適切な扱い方について理解している。
適切な針目や力加減で刺繍できる。

【思考・判断・表現】
布の厚さや模様の特徴にあわせて、適切に糸
の本数や針目の大きさを調整して作品を製作
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に練習に取り組み、上達しようとしてい
る。

年間授業時数(予定：単位数×35時間)

35時間

第1学年4組

ファッションデザイン（文部科学省）

単位数

デザインの特徴に合わせ、適切な刺
繍技法を用いることができる。

製作作品の取り組み
宿題への取り組み

【知識及び技能】
デザインを構成する要素として、基
礎的な手芸技法を理解し、実践す
ることができる。

定期テスト
小テスト
練習作品の完成度

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭
ファッションデザイン（手芸領域）

【思考力、判断力、表現力等】
科目：「ファッションデザイン（手芸領域）」の目標，評価方法
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令和7年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
ファッション産業と色彩の関係性を学ぶ
ことを通して、実社会での効果的な活用
を学ぶとともに、相手の好みを尊重しよ
うとし、協働的に色彩に関わる課題を解
決しようとする。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観
察、授業中の発言など）
学習の振り返り

2
単
元
2

15

中
間
・
期
末

【単元名】

色彩の技術

【目標】
色彩技術の学習を通して、色
彩の配色構成を考えるととも
に、配色の調和感を分析し、
学習内容を被服製作に活用
することができる。

配色の基礎
色彩構成の基礎

3
単
元
3

8

中
間
・
期
末

【単元名】

ﾌｧｯｼｮﾝ産業と色彩

【目標】
ファッション産業と色彩の関
係性を学ぶことを通して、実
社会での効果的な活用を学
ぶとともに、相手の好みを尊
重しようとし、協働的に色彩に
関わる課題を解決しようとす
る。

ファッション産業に
おける色彩の役割
企画段階の色彩・
生産段階の色彩
流通段階の色彩
講師を招いての演
習
デザイン画

科目：「ファッションデザイン（色彩）」の目標，E3評価方法

学
期

通し
番号

単位数

色彩技術の学習を通して、色彩の配
色構成を考えるとともに、配色の調和
感を分析し、学習内容を被服製作に
活用することができる。

定期テスト
小テスト
ワークシート

指導項目・内容

【知識・技能】
類似の調和と対照の調和を理解している。
色相やトーンを基準にした配色を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
色彩構成を立案している。
色彩構成のテクニックを学習や生活に生かし
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
色彩構成の分類について、協働的に課題を解
決しようとしている。

【知識・技能】
ファッション産業と色彩の関係を理解する。
商品陳列と色彩の関係を理解する。

【思考・判断・表現】
自分や相手に似合う色を提案している。
パーソナルカラーの知識を応用してデザインし
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
パーソナルカラーの特別実習を通して、相手に
似合う色彩を探すことに貢献しようとしている。

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭

【思考力、判断力、表現力等】

1

年間授業時数(予定：単位数×35時間)

35時間

第1学年4組

ファッションデザイン（色彩）

ファッション色彩〔Ⅰ〕

配当
時数

【知識及び技能】
色彩理論の学習を通して、色彩の
はたらきを理解し、色彩の効果を
考えるとともに、身の回りの色彩活
用に関心を持とうとする。

定期テスト
ワークシート

単元名・目標
定期
考査
範囲
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令和７年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
生活産業や関連する職業への関心を高
め、進路選択や希望進路の実現、専門
性の向上を目指して主体的に学ぼうと
する。他者と協働しながら、課題を解決
しようとする。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観
察、授業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
・
2

単
元
3

20

中
間
・
期
末

【題材名】
食生活とフードシステム

【目標】
食品製造業について理解を
深める。第一次産業について
学び、食材が手元に届くまで
の流れを理解する。食を取り
巻く問題について、課題を発
見し、解決する。

・講義
・グループワーク
・ワークシート
・一人１台端末
・定期考査
・調べ学習
・発表

2
単
元
4

20 期
末

【題材名】
ライフスタイルの変化に対応
した商品・サービスの提供

【目標】
商品開発のプロセスを理解
し、市場調査の方法や、サー
ビスの企画、開発の方法を身
に付ける。

・講義
・グループワーク
・ワークシート
・一人１台端末
・定期考査
・発表

指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標

定期テスト（論述問題など）
小テスト
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

【知識及び技能】
生活と産業との関わりについて理
解し、生活産業の職業にl必要な知
識と技術を身に付けている。

定期テスト
小テスト
ワークシート
レポート

【思考力、判断力、表現力等】

年間授業時数(予定：単位数×35時間)

70時間

第1学年5組

単位数

生活産業や関連する職業に関する課
題を発見し、多角的・多面的に課題を
捉えることができる。また、根拠を持っ
て自身の意見を述べることができる。

科目：「生活産業基礎」の目標，評価方法

【知識・技能】
消費者のニーズを的確にとらえることの必要を
理解している。商品を企画し、提供していく上で
必要なマネジメントの手法、関係法規を理解し
ている。
　
【思考・判断・表現】
消費者のニーズに対応した商品・サービスに
ついて分析している。また、消費者のニーズを
把握するための手法について主体的に構想
し、実践・評価・改善し、考察したことを表現で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
ライフスタイルの変化に対応した商品・サービ
スの提供について自ら学び、生活産業の振興
に貢献しようとしている。他者の意見や考えを
尊重し、協働しながら課題に取り組むことがで
きる。

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭
生活産業基礎

実教出版「生活産業基礎」

【知識・技能】
農水産業や食品卸売業、食品製造業、外食産
業等の仕事内容や特徴、役割について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
食を取り巻く課題や現状を多角的な視点で捉
え、課題について自身の考えをまとめ、他者に
伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
食に関する課題について主体的かつ協働的に
解決しようとしている。課題と解決策を模索し、
将来の職業に役立てようとする。

2
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指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標

2
単
元
5

10 期
末

【題材名】
持続可能な食生活

【目標】
食を様々な観点で捉え、課題
を見出し、主体的に考え課題
を解決しようとする。自分の
意見をわかりやすく発表する
技術を身に付ける。

・講義
・グループワーク
・ワークシート
・一人１台端末
・定期考査
・発表

3
単
元
6

10 期
末

【題材名】
職業選択と自己実現

【目標】
職業生活にかかる制度や社
会保障について理解する。ま
た、キャリアプランを設計し、
希望進路実現に向け今後の
見通しを立てる。

・講義
・グループワーク
・ワークシート
・一人１台端末
・定期考査
・発表

【知識・技能】
持続可能な食生活とは何か説明できる。持続
可能な食生活を営むために行われている取り
組みについて理解している。
【思考・判断・表現】
食生活を様々な観点で模索し、解決策を考え、
調べた内容や自分の意見を的確に発表するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
持続可能な食生活の取り組みについて、自ら
学び、生活産業を営むものとしてどのように働
いていくか将来を展望している。他者の意見や
考えを尊重し、協働しながら課題に取り組むこ
とができる。集めた情報を進路や生活に生か
そうとしている。

【知識・技能】
職業生活と自己実現について理解している。

【思考・判断・表現】
生活産業に関わる職業人に求められる資質・
能力・役割・責任・職業資格などについて具体
的に述べることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業に関わる職業人に求められる資質・
能力・役割・責任・職業資格などに関する課題
を解決しようとしている。課題に進んで取り組
み期日までに提出している。
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令和7年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
生活産業における情報および情報技術
の活用や専門性の向上を目指して自ら
学び、生活の質生活産業の振興へ主体
的に取り組み貢献しようとする。また他
者と協働しながら課題に取り組んでい
る。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観
察、授業中の発言など）
生徒による自己評価
学習の振り返り

1
単
元
2

4
期
末

【単元名】
　情報化の進展と生活産業
【目標】
事例を通して、情報機器や情
報通信ネットワークについて
理解する。

・講義
・討論・発表
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

1
単
元
3

6
期
末

【単元名】
情報モラルとセキュリティ
【目標】
情報に関する法規、情報モラ
ル、情報通信ネットワークの
仕組み及びセキュリティ管理
の方法や重要性について理
解し、情報モラルやセキュリ
ティ管理に関する課題の解決
に向けて考察し、工夫しようと
している。

・講義
・動画視聴
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

1
単
元
4

8
期
末

【単元名】
文書作成ソフトの利用
【目標】文書作成ソフトの概要
を理解し、操作方法を習得す
る。
文字入力を確実に行う。文章
作成や表作成ができるように
なり、生活産業分野に役立て
ようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

【知識・技術】
情報に関する法規、情報モラル、情報通信ネッ
トワークの仕組み及びセキュリティ管理につい
て理解している。情報通信ネットワークに関す
る技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
情報モラルやセキュリティ管理の課題解決に
向けて、操作や技術をどのように活用するか、
考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報に関する法規、情報モラルやセキュリティ
管理に興味、関心を示し、協働的に意見を出し
合うことができる。

単位数

生活産業や関連する職業に関する課
題を情報及び情報技術を活用して発
見し、生活産業を担う職業人として合
理的かつ創造的に解決する方法を蓄
積することができる。

定期テスト（論述問題）
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

2

年間授業時数(予定：単位数×35時間)

実教出版「生活産業情報」、実教出版「30時間でマスターOffice２０２１」

70時間

定期テスト（知識・技術）
レポート
ワークシート

【思考力、判断力、表現力等】

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭
生活産業情報

第１学年　　　　５　　　組

【知識及び技術】
科目：「生活産業情報」の目標，評価方法

生活産業の各分野における情報
の意義や役割、情報及び情報技
術を活用する方法について、体系
的・系統的に理解しているととも
に、関連する技術を身に付けてい
る。

【知識・技術】
基本的な文書作成ソフトの機能の名称や操作
を理解し、文章作成や表作成では操作技術を
活用している。
【思考・判断・表現】
操作や技術をどのように活用するかを考えて、
文書や表を作成しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
理解した操作や技術に興味、関心を示し、作
業を協働的に行い、時間内に授業課題を終え
ることができる。

学
期

通し
番号

定期
考査
範囲

配当
時数

【知識・技術】
情報通信ネットワークを活用した生活情報の
送受信が進展してきたことと、今後予想される
情報社会についての概要を理解している。
【思考・判断・表現】
情報化が進展したことによる私たちの生活や
産業における変化と、その問題点について理
解したうえで、その解決に向けて考察してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会に興味、関心をもって学習し情報化
の進展に伴う課題について理解し、自らまとめ
ようとしている。
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単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

学
期

通し
番号

定期
考査
範囲

配当
時数

1
単
元
5

7
期
末

【単元名】
生活産業に関連した情報デ
ザイン
【目標】食生活分野テーマの
応用実習を通し、食生活分野
について、テーマを設定し、
関連した内容の情報を収集
し、文書作成ソフトを用いて操
作することができる。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

2
単
元
6

7
期
末

【単元名】表計算ソフト１
【目標】表計算ソフトを使用
し、基本操作や機能を理解
し、操作技術を身に付けて、
今後の生活に役立てようとし
ている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

2
単
元
7

10
期
末

【単元名】表計算ソフト２
【目標】表計算ソフトを使用
し、基本操作や機能を活用
し、関数の操作技術を身に付
けて、今後の生活に役立てよ
うとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

2
単
元
8

10
期
末

【単元名】表計算ソフト３
【目標】表計算ソフトの基本操
作や機能や基本的な関数の
操作技術を身に付け、関数の
検索の機能を今後の生活に
役立てようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

2
単
元
9

3
期
末

【単元名】プログラミング
【目標】ぷよぷよを使ったプロ
グラミン教育用ソフトを使用
し、プログラミングの概要を理
解し、簡単な操作をできるよう
にする。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

【知識・技術】
プログラム言語の種類と特性について理解し，
プログラムを作成する技術と，複数
のプログラムを統合する技術を身につけようと
している。
【思考・判断・表現】
プログラミングの操作や技術を考えて、活用し
ようとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
プログラミングの機能や操作、技術に興味、関
心を示し、作業を協働的に行い、時間内に授
業課題を終えることができる。

【知識・技術】
基本的な表計算ソフトの機能の名称や操作を
理解し、操作技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
どのようなときにその機能を活用するのか、操
作や技術を考えて、活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】
表計算ソフトの機能や操作、技術に興味、関心
を示し、作業を協働的に行い、時間内に授業
課題を終えることができる。

【知識・技術】
基本的な表計算ソフトの機能の名称や操作を
活用し、基本的な関数の操作技術を理解し、
身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
関数の機能をどんなときに活用するのかを考
えて、操作技術を活用できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
表計算ソフトの関数の機能や操作、技術に興
味、関心を示し、作業を協働的に行い、時間内
に授業課題を終えることができる。

【知識・技術】
基本的な表計算ソフトの機能の名称や操作を
理解し、検索の機能や操作技術を身につけよ
うとしている。
【思考・判断・表現】
どのようなときに検索機能を活用するのか、操
作や技術を考えて、活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】
表計算ソフトの関数の検索機能や操作、技術
に興味、関心を示し、作業を協働的に行い、時
間内に授業課題を終えることができる。

【知識・技術】
食生活分野について、テーマを設定し、文書作
成ソフトを操作し、情報を伝えようとしている。
【思考・判断・表現】
食生活に関連した内容の情報を収集してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
食生活分野について、操作や技術に興味、関
心を示し、作業を協働的に行おうとしている。
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単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

学
期

通し
番号

定期
考査
範囲

配当
時数

3
単
元
10

7
期
末

【単元名】プレゼンテーション
ソフト１

【目標】
情報発信の手段を理解し、プ
レゼンテーション資料の作成
方法について学び、機能や操
作を身につけようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

3
単
元
11

2
期
末

【単元名】プレゼンテーション
ソフト２

【目標】
プレゼンテーションソフトの基
本操作を活用して個性を生か
した資料を作成し、資料を用
いて情報発信をする。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

3
単
元
12

4
期
末

【単元名】プレゼンテーション
ソフト3まとめ

【目標】
クラスのプレゼンテーション発
表を通して、情報発信につい
て考察し、今後の情報発信に
向けて改善をしようとしてい
る。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

【知識・技術】
様々なメディアの特性とコミュニケーション手段
の特徴を理解し、情報コンテンツ作成に関係す
る機能や技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
目的や対象に応じたコミュニケーションの方法
や情報デザインについて課題を発見し、その
解決に向けて考察し、工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業におけるコミュニケーションと情報デ
ザインについて自ら学び、生活の質の向上と
社会の発展に主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

【知識・技術】
個々で情報コンテンツ作成をする上で、関係す
る機能や技術を学び、新たに身につけようとし
ている。
【思考・判断・表現】
他者のプレゼンテーションを視聴することで、
目的や対象に応じたコミュニケーションの方法
や情報デザインについて課題の意見交換を行
い、その解決に向けて考察しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
プレゼンテーション発表の企画を自ら役割を決
めて行い、生活産業におけるコミュニケーショ
ンと情報デザインについて、今後の生活の質
の向上と社会の発展に向けて、主体的かつ協
働的に取り組もうとしている。

【知識・技術】
様々なメディアの特性とコミュニケーション手段
の特徴を理解し、情報コンテンツ作成に関係す
る機能や技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
目的や対象に応じたコミュニケーションの方法
や情報デザインについて課題を発見し、その
解決に向けて考察し、工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業におけるコミュニケーションと情報デ
ザインについて自ら学び、生活の質の向上と
社会の発展に主体的かつ協働的に取り組もう
としている。
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【学びに向かう力、人間性等】
調理の面から食生活の充実向上を目指
して自ら学び、創造的な調理に主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

調理ノート
観察（学習状況、討論・発表、行動観
察、授業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り、出席状況

3
単
元
2

20

中
間
・
期
末

【単元名】
（３）様式別の献立と調理

【目標】
日本料理、西洋料理につい
て、代表的な料理の特徴と献
立構成の基本を理解し、実習
を通して、目的や条件に応じ
た献立作成と調理ができるよ
うする。また、様式別の食器、
食卓構成、食卓作法などにつ
いて関心を高め、創造的な調
理に主体的かつ協働的に取
り組むことができるようにす
る。

ア日本料理
イ西洋料理
・実習、講義
・調理ノート
・定期テスト
・実技試験
・振り返り

3
単
元
3

20

中
間
・
期
末

【単元名】
（４）目的別・対象別の献立と
調理
【目標】
日常食、行事食・供応食の食
事など、目的や対象に応じた
献立を作成し、適切な調理が
できるようにするとともに、目
的別・対象別の献立と調理へ
の関心を高め、創造的な調理
に主体的かつ協働的に取り
組むことができるようにする。

ア日常食
イ行事食・供応食
・実習、講義
・調理ノート
・定期テスト
・実技試験
・振り返り

学
期

通し
番号

配当
時数

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

単元名・目標 指導項目・内容
定期
考査
範囲

【知識・技能】
目的別・対象別の献立と調理の特徴を理解
し、関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
目的別・対象別の献立を調理する際の課題を
発見し、その解決に向けて考察し、工夫してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　目的別・対象別の献立と調理について自ら学
び、創造的な調理に主体的かつ協働的に取り
組んでいる。
・調理ノートを期日までに提出することができ
る。
・調理ノートは、必要事項を記入することができ
る。

4

【知識・技能】
様式別の献立と調理の特徴を理解し、関連す
る技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様式別の献立を調理する際の課題を発見し、
その解決に向けて考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様式別の献立と調理について自ら学び、創造
的な調理に主体的かつ協働的に取り組んでい
る。
・調理ノートを期日までに提出することができ
る。
・調理ノートは、必要事項を記入することができ
る。

年間授業時数(予定：単位数×35時間)

140時間

第1学年　５組

新 調理師養成教育全書 必修編  第４巻 調理理論と食文化概論、第５巻 調理実習

単位数

食生活の現状から調理に関する課題
を発見し、調理を通して食生活の充
実向上を担う職業人として合理的か
つ創造的に解決する力を身に付けて
いる。

定期テスト（論述問題など）
ワークシート
観察（学習状況、討論・発表など）
学習の振り返り

【知識及び技能】
調理の基礎、献立作成及び様式
別調理などについて体系的・系統
的に理解するとともに関連する技
術を身に付けている。

定期テスト
実技試験

ワークシート

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭

調理・調理実習

【思考力、判断力、表現力等】
科目：「調理・調理実習」の目標、評価方法
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令和7年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
適切な食品の選択や活用の面から食生
活の充実向上を目指して自ら学び、食
品のもつ機能の展開に主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観
察、授業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

2
単
元
2

22

中
間
・
期
末

【単元名】
動物性食品とその加工品
【目標】
動物性食品の栄養的特徴、調理
上の性質、利用法などを理解す
るとともに、動物性食品への関心
を高め、動物性食品のもつ機能
の展開に主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。
動物性食品のもつ栄養面の機
能、嗜好面の機能及び生体調節
面の機能を理解しているととも
に、動物性食品の機能への関心
を高め、動物性食品のもつ機能
の展開に主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

・指導事項
魚介類、食肉類、
卵類、乳類
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分
表
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
3

15

中
間
・
期
末

【単元名】
その他の食品
【目標】
その他の食品の栄養的特徴、調
理上の性質、利用法などを理解
するとともに、その他の食品への
関心を高め、その他の食品のも
つ機能の展開に主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。
その他の食品のもつ栄養面の機
能、嗜好面の機能及び生体調節
面の機能を理解しているととも
に、その他の食品の機能への関
心を高め、その他の食品のもつ
機能の展開に主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

・指導事項
油脂類、菓子類、
嗜好飲料類、調味
料および香辛料
類、調理加工食品
類、ゲル状食品、
特別用途食品、保
健機能食品
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分
表
・一人１台端末の活
用　等

70時間

教科

科目

目標

評価方法

使用教科書

対象学年組

家庭科
食品

第１学年５組

単位数

食生活の現状から食品に関する課題
を発見し、食品を適切に選択、活用し
て食生活の充実向上を担う職業人と
して合理的かつ創造的に解決するこ
とができる。

定期テスト（論述問題）
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

2

年間授業時数(予定：単位数×35時間)

定期
考査
範囲

全国調理師養成施設協会　調理師養成教育全書　２食品と栄養の特性

単元名・目標 指導項目・内容

【知識及び技能】
食品の分類とその特徴、食品の機
能、食品の表示、食品の加工と貯
蔵などについて体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を
身に付けている。

定期テスト
ワークシート

【思考力、判断力、表現力等】

評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「食品」の目標，評価方法

学
期

通し
番号

配当
時数

【知識・技能】
動物性食品の特徴を理解している。
動物性食品のもつ機能を理解している。
【思考・判断・表現】
動物性食品に関する課題を発見し、その解決
に向けて考察している。
動物性食品のもつ機能を活用する上での課題
を発見し、その解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
動物性食品の分類とその特徴について自ら学
び、動物性食品のもつ機能の展開に主体的か
つ協働的に取り組もうとしている。
動物性食品の機能について自ら学び、動物性
食品のもつ機能の展開に主体的かつ協働的
に取り組もうとしている。

【知識・技能】
その他の食品の特徴を理解している。
その他の食品のもつ機能を理解している。
【思考・判断・表現】
その他の食品に関する課題を発見し、その解
決に向けて考察している。
その他の食品のもつ機能を活用する上での課
題を発見し、その解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
その他の食品の分類とその特徴について自ら
学び、その他の食品のもつ機能の展開に主体
的かつ協働的に取り組もうとしている。
その他の食品の機能について自ら学び、その
他の食品のもつ機能の展開に主体的かつ協
働的に取り組もうとしている。
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定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

学
期

通し
番号

配当
時数

3
単
元
4

2

中
間
・
期
末

【単元名】
食品の表示
【目標】
食品の表示について法規や制度
と関わらせて理解しているととも
に、各種食品の具体的な表示方
法を理解し、関連する技術を身
に付け、食品のもつ機能の展開
に主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

・指導事項
食品の表示
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分
表
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
5

2

中
間
・
期
末

【単元名】
食品の加工と貯蔵
【目標】
食品の加工について、物理的
加工、化学的加工及び微生
物や酵素による加工の目的、
方法及び成分の変化を理解
するとともに、食品の貯蔵に
ついては、代表的な貯蔵の方
法の原理と特徴の概要を理
解し、食品の加工と貯蔵への
関心を高め、食品のもつ機能
の展開に主体的かつ協働的
に取り組もうとしている。

・指導事項
食品の加工、食品
の貯蔵
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分
表
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
6

2

中
間
・
期
末

【単元名】
食品の生産と流通
【目標】
多様化する食品の生産と食
料需給の概要を理解するとと
もに、代表的な食品の流通機
構の概要を理解している。ま
た、食品と生産と流通への関
心を高め、食品のもつ機能の
展開に主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。

・指導事項
食品の国内生産と
輸入、食品の流通
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分
表
・一人１台端末の活
用　等

【知識・技能】
食品の加工と貯蔵の特徴について理解し、関
連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
食品の加工と貯蔵における課題を発見し、そ
の解決に向けて考察すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品の加工と貯蔵について自ら学び、食品の
もつ機能の展開に主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

【知識・技能】
食品の生産と流通について理解している。
【思考・判断・表現】
食品の生産と流通における課題を発見し、そ
の解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品の生産と流通について自ら学び、食品の
もつ機能の展開に主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

【知識・技能】
食品の表示により提供される食品の情報を理
解し、収集・整理できる。
【思考・判断・表現】
食品の表示を活用する上での課題を発見し、
その解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品の表示について自ら学び、食品のもつ機
能の展開に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。


